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修士論文要旨
１．序論
　ｅラーニング制の社会人学生が学習を継続させていくた
めには，学習時間の確保，動機づけの維持などさまざまな
困難がある．この支援方法として，導入教育の実施が挙げ
られる．
　本研究では，ｅラーニングによる導入教育が社会人学生
の大学への適応にどのように寄与できるか，また，社会人
学生に対して大学はどのようなサポートができるかについ
て検討する．
２．研究１：導入科目の視聴状況と評価
　Ｘ大学通信教育課程の学生845名を対象に，受講任意の導
入科目「スタディスキル」を2010年４月10日から７月４日
に配信した．配信後，導入科目で提供する内容と提供方法
を検討するために，コンテンツに対する評価および感想や
要望を受講生にたずねた．その結果，導入科目のコンテン
ツは有用性が認知されており，特にレポートの書き方が役
立つとの感想を得た．また，取り上げてほしい内容として，
BBSの使い方や卒業研究が挙げられた．
３．研究２：学生の自信の変化
　導入科目の有用性を確認するため，2011年度導入科目「ス
タディスキル」の配信（５月９日から８月３日まで）の前
後における学生の大学での学びに対する自信の変化につい
て検討した．「学生生活自信尺度」を作成し調査を行ったと
ころ，新入生は在学２～４年目の学生に比べ，「学習」への
自信が低く，「周りの理解」への自信が高いことが示された
（図１）．また，導入科目の配信前後では，ホームワークを
行った学生は，受講後に「学習」「コミュニケーション」「周
りの理解」に対する自信が有意に上昇した．
４．研究３：新入生の自信
　入学直後の学生の大学での学びに対する自信の傾向を確
認するため，Ｘ大学通信教育課程の2011年度入学生と2012
年度入学生の自信について比較した．その結果，入学直後
の学生は，「学習」「コミュニケーション」に対する自信が
低く，「操作技能」「周りの理解」に対する自信が高いとい
う傾向が示された．
５．研究４：社会人学生の学習動機
　学習継続の要因の一つである学習動機の傾向を検討する
ために，2012年入学生を対象に，「学習動機尺度」（浅野,
2002）を用いて調査を行った．下位尺度得点についてｅラー
ニング制Ｘ大学学生と放送大学学生とで比較したところ，
自分を高めたい「自己向上志向」と，学びたいことがある
「特定課題志向」の学習動機が高く，交友関係を広げたい
「交友志向」の学習動機が低い傾向が共通していた．
６．研究５：導入科目への要望および大学生活の状況
　導入科目への要望，通信教育課程での交友関係等につい
て，2011年度入学生７名を対象にフォーカス・グループ・
インタビューを行った．その結果，家族などの協力を十分
得られていることが伺えた．しかし，期末課題の期限集中
や教員からの高度な要求のために，大きな肉体的・精神的・
経済的負担があったというコメントが複数あった．また，通
信教育課程内での情報交換は，mixiなどのSNS（Social 
Networking Service）と大学公認サークルに依存してお
り，これらを利用していない学生には大学に関する情報が
ほとんど入らない状況が生じていることが示唆された．
７．総合考察
　導入科目は，効率よく学習するためのスタディスキルや，
オンラインで円滑にやり取りするためのコミュニケーショ
ンスキルを扱うことで，ｅラーニング制の社会人学生の大
学への適応に寄与できることが示唆された．
　また，大学ができるサポートとしては，社会人学生の実
情に合った教務システムの整備，情報提供方法の改善，教
員や学生同士の懇親の機会の充実などが挙げられる．
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図１　新入生と在学２～４年目の学生の「学生生活自信尺度」
下位尺度得点（*p<.05,**p<.01）
